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国道２９号 波賀町防災戸倉地区（上流部）

令和６年１２月１３日（金）に完成しました
～走行性・視認性の改善、安全で円滑な交通の確保に寄与～

国道２９号波賀町防災戸倉地区（上流部）（延長 約０．２km）について、
令和６年１２月１３日（金）に完成しましたので、お知らせします。

みよし ともひろ

姫 路 河 川 国 道 事 務 所

＜ 問 合 せ 先 ＞

ながた よしゆき

■完成情報

○完成区間：波賀町防災 戸倉地区（上流部） 延長 約０．２ km 

（兵庫県宍粟市波賀町戸倉地先）

○完成日時：令和６年１２月１３日（金）

はがちょう

■主な整備効果（別紙２のとおり）

○車両の走行性・視認性の改善、冬期の安全で円滑な交通の確保

・戸倉地区では急カーブが連続している箇所が課題となっていましたが、

今回の完成によって、上流部の約０．２kmの急カーブが解消されたことで、

車両の走行性・視認性が改善し、冬期の安全で円滑な交通の確保に寄与します。

とくら

しそう

① ホームページ https://www.kkr.mlit.go.jp/himeji/index.php

② X（旧Twitter） https://twitter.com/mlit_himeji

① ②

※「話そうはりま」は、皆さまと一緒に明日の播磨のまちづくりを考えていこうという私たちの姿勢です

■その他

○残る戸倉地区（下流部）については、引き続き工事を行っていきます。

施工が完了しましたら、お知らせいたします。

はがちょう とくら

とくらはがちょう

とくら

とくら

はがちょう とくら

https://www.kkr.mlit.go.jp/himeji/index.php
https://twitter.com/mlit_himeji


平日混雑度 0.09

R3= 547台/12h 619台/24h

ｶ
ﾗ
ｳ
ｺ
橋

 L
=
5
8
m

引
原

1
号
橋

 L
=
1
2
4
m

引
原
ﾄﾝ
ﾈ
ﾙ

 L
=
1
0
5
m

ｾ
ﾂ
谷
橋

 L
=
4
7
m

ｼ
ｿ
ｼ
ﾞｶ
橋

 L
=
4
7
m

ハ
サ
リ
橋

 L
=
4
8
m

引
原

2
号
橋

L
=
1
6
1
m

引
原

3
号
橋

 L
=
6
0
m

引
原

4
号
橋

 L
=
8
4
m

兵
坂
橋

 L
=
2
0
m

高
麗
橋

 L
=
2
6
m

今市改良
L=0.7km

日ノ原改良
（1工区）
L=0.6km

引原ﾄﾝﾈﾙ改良
L=0.1km

引原2号橋関連
L=0.5km

引原3号橋
関連

L=0.25km

引原4号橋
関連

L=1.0km

戸倉改良
L=1.3km

ｽｶﾞ町
改良

L=0.59km

宮中地区
改良

L=0.4km

兵坂ﾄﾝﾈﾙ
関連区間
L=1.3km

戸
倉
峠
改
良

L
=
2
.9

km

兵庫県

鳥取県

R3= 547台/12h 619台/24h

平日混雑度 0.09

波賀町防災   延長31.0km
し
そ
う

は
が
ち
ょ
う
ひ
み
た
に

(

起)

宍
粟
市
波
賀
町
日
見
谷

し
そ
う

は
が
ち
ょ
う
と
く
ら

(

終)

宍
粟
市
波
賀
町
戸
倉

：残事業箇所

〇道路概要 〇事業の主な経緯

〇国道２９号 波賀町防災事業の概要
は  が ちょう

区 間
（起）兵庫県宍粟市波賀町日見谷

（終）兵庫県宍粟市波賀町戸倉

道路延長 31.0km

構造規格 第3種第3級

設計速度 40、50km/h

車  線  数 2車線

標準幅員 9.5ｍ

年度 事業実施項目

昭和49年度 事業化

昭和56年度～
平成24年度

トンネル工事：2箇所
橋梁工事 ：10橋
改良工事 ：7箇所完成

平成29年度 戸倉地区改良着手

○広域図

波賀町防災
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別紙１

今回完成区間（約0.2km）

国道29号宍粟市波賀町域は、急峻な山岳地を通過しており、道路線形が悪いうえに、

法面からの落石や、冬期の路面凍結、積雪による交通障害が発生していることから、

災害区間の減少を図ることを目的に昭和49年から波賀町防災事業を進めています。

現在、戸倉地区では道路の線形改良を実施しており、今回、上流部の延長約0.2kmが

完成しました。
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▲戸倉地区改良
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堆雪帯 堆雪帯

対策後ルート

対策前ルート



車両の走行性・視認性の改善
冬期の安全で円滑な交通の確保

■波賀町防災事業区間（延長31.0km）では、冬期の路面凍結・積雪により安全な交通が阻害されており、

令和４年３月の大雪による雪崩では、約２週間にわたり全面通行止めとなる事象が発生しています。

■今回、戸倉地区（上流部）においては、除雪に必要な堆雪帯が確保されるほか、１箇所の線形不良

（上流部の約0.2km）が解消され、車両の走行性や視認性が改善されることから、交通事故の抑制や

冬期の安全で円滑な交通の確保が期待されます。

線形不良箇所

写真①

ひきはら

▲鹿伏地先

＜大雪による雪崩発生（R4.3）＞ ＜積雪時の道路状況＞

＜今回開通区間の現場状況＞

▲スタック車両 救助状況 ▲除雪状況

＜施工中（下流部）＞

▲対策前 ▲対策後

N

事業中区間（戸倉地区）

至姫路
戸倉地区（上流部）

今回完成区間 （約0.2km）

至鳥取

カーブを緩やかにし
走行性を改善

Ｓ字カーブを緩やかにし
走行性・視認性を改善

戸倉地区（下流部）

施工中区間 （約0.2km）

整備状況

：引原川

：国道29号

：線形改良区間

引原川

※線形を緩やかにするため、隣接する

 引原川を切替し、道路を施工中

別紙２
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曲線半径
対策前：R=45 < R=60 ※構造例規定値
対策後：R=60

令和4年3月14日撮影

写真① 写真②
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